
 

 

 

   

 

 

 

 

 

                進路だよりに寄せて 

                                  校長  佐藤 敦 

 

  本校では、進路学習を「幼児児童生徒一人一人が、それぞれのあり方、生き方を考え、進路を 

主体的に選択し、自分らしく豊かに生きていく」ための学習ととらえています。これは、社会の 

中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための力を育成する教育活動であ 

る「キャリア教育」とほとんど同じ意味であると言えます。ですから、進路学習では、卒業後の 

進路先をどう選択するかについての学習（いわゆる出口指導）だけではなく、もっと広くとらえ 

て、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力を育てることに力を入れているというこ 

とになります。これは、日々の学校生活において取り上げている学習活動の全てをキャリア教育 

としてとらえながら、進路学習を充実させるということでもあります。 

  さて、今年度も進路部からの「進路だより」をお届けします。この紙面では、各学部・学年の 

進路学習の取組の紹介を始め、進路学習に関するお知らせ、福祉・労働制度の解説等を掲載して 

いきます。また、保護者の皆様からのご意見、ご要望等を基にした特集を組みたいと思いますので、

遠慮なくお寄せいただきますようお願いいたします。 
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３年生が６月１９日(月)～２３日(金)、２年生が２６日(月)～３０日(金)、それぞれの日程で就業体

験を行いました。就業体験は、卒業後の生活を体験しながら自分の適性や課題について考え、卒業後

の進路選択や生活設計に生かしたり、社会のルールやマナーなどを理解したりするために行っていま

す。生徒がどのような場所で体験したのかご紹介します。 

３年生 
①  山形県ワークショップ明星園（山形市長町）・・・ 余暇活動、軽作業 

②  メディアかがやき（山形市東山形） ・・・ 名刺作成、ホームページ作成 

③  山形市役所（山形市旅篭町） ・・・ 事務作業補助 

④  ワーク・ポケット（山形市小荷駄町） ・・・ 余暇活動、創作活動 

⑤  あゆも（上山市東町） ・・・ 余暇活動、散歩、創作活動 

⑥  こ・こあハウス（上山市東町） ・・・ 余暇活動、散歩、創作活動 

⑦  国立病院機構 山形病院（山形市行才） ・・・ 見学 

⑧  明幸園ショートスティセンター（天童市大字矢野目） ・・・ 見学 

 

 

 



                                  ２年生 
①� 山形県リハビリセンター(山形市大森)  ・・・ 箱折り 

② 山形県ワークショップ明星園（山形市長町） ・・・ 余暇活動、軽作業 

③ ワーク・ポケット（山形市小荷駄町） ・・・ 余暇活動、創作活動 

④ あゆみケアセンター（山形市鈴川町） ・・・ 余暇活動、創作活動 

⑤ ピースひがしね（東根市中央西） ・・・ 余暇活動、創作活動 

⑥ 多機能型事業所だいまち（長井市台町） ・・・ 部品組立、ボールペン組立 

⑦ ゆにぷろ ぷれいゆ（高畠町高畠） ・・・ 余暇活動、創作活動 

⑧ そらの輪（米沢市中央） ・・・ 部品組立、軽作業 

⑨ ディケアサポート青い帽子(米沢市林泉寺) ・・・ 余暇活動 

⑩ 国立病院機構 米沢病院(米沢市大字三沢) ・・・ 見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

長い夏休み、相談支援事業所の利用がまだの方はぜひ一度お子さんと一緒 

に行ってみたり、下記の点について心がけたりすることをお勧めします。 

 

□ 家族以外のいろいろな人とかかわる機会をつくる。 

    ○放課後デイサービス、短期入所、送迎サービス等を利用し、食事・トイレ・ 

あいさつ・コミュニケーションなど、どこでも誰とでもできるように取り組む。 

○参加できそうな行事にはなるべく参加する。 

□ 健康管理、特に風邪をひかないように気をつける。 

□ 進路先についての情報を得る。 

     ○将来どのような生活を送りたいかを考え、どのような進路先があるか学校や 

相談支援事業所に相談する。 

    ○新しい施設ができていたり、施設が増設したり、受け入れが変動していたり 

するので、いろいろなところから情報を入手できるようにしておくといい。 

・卒業した先輩の保護者の方などから  

・地域の「相談支援事業所」から 

    ○施設のお祭りや販売会などに、子どもと一緒に参加して、雰囲気を 

知り情報を得るとともに、施設の方に子どもを覚えてもらう。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


